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	スライド 5:        　　     ＜今後の家族会について＞ 家族が認知症と診断された時、とまどったり、悩んだり不安になる気持ちを抱える人がほとんどではないかと思う。大切なことは家族が一人で抱えて悩まないことであり、そのために仲間づくりが必要であると考える。 認知症の方が自分らしく暮らしていくためには、本人や家族の声を施策や地域に反映していく必要があります。 そのために、家族が仲間と出会え、つながりを持ち、多くの人と支えあえるような家族会となるよう今後も見守っていきたい。 

